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　先日、メディア勉強会に参加し、中学３年生の授業参観をしまし
た。「この時期の中学３年生は、高校受験も終わり・・・」と事前説明を
受けている際に、ふと「この頃の自分はどうだったかな」などと思い
を馳せながら、授業参観に臨みました。授業を一生懸命に受ける生
徒さんをみていると、「みな、卒業間近で、最後の思い出作りに一生
懸命なのだろうか・・」と、微笑ましくも感じました。卒業式といえば、
我々の時代では「仰げば尊し」が定番ソングでしたが、今ではそれ
に変わる曲が多くあるようで、特に「旅立ちの日に」という曲がよく歌
われているそうです。この２つの歌詞を見比べてみると、「仰げば尊
し」は、過去を振り返り、思い出を噛みしめる内容、「旅立ちの日に」

は、希望を胸に未来に夢を託し羽ばたこうという内容のようにみえま
す。作詞者の恣意は分かりかねますが、時代を反映した詩のように
思えてなりません。「旅立ちの日に」の詩に託された思いは、まさに
現代の日本に求められる内容のように感じてしまうのは私だけでし
ょうか。私が授業参観をした中学３年生は、どんな思い出を胸に刻
んで、どんな夢を描いて卒業式を迎えるのだろうと思ったりしました。
この号が発行される頃には、新生活に夢を膨らませて、新たな出会
いを迎えている頃でしょうか。そんな彼らに倣って、いつもまでも若々
しく希望を持って新しいことにチャレンジしたいと想う春です。

（T・H）
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＊RAD-AR（レーダー）って、な～に？＊

RAD-ARは、医薬品のリスク（好ましくない作用など）とベネフィット（効能・効果や経済的便益など）を

科学的に評価・検証し、その結果を社会に示すことで医薬品の適正使用を推進し、患者さんに貢献

する一連の活動のことです。

レ ー ダ ー ニ ュ ー ス くすりの適正使用協議会
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◆活動報告（2012年1月～3月）
2012.1.16 くすりのしおり登録管理システム説明会（大阪）
2012.1.20 第95回海外情報研究会（東京）
2012.1.23 くすりのしおり登録管理システム説明会（東京）
2012.2.2 平成23年度茨城県高等学校教育研究会保健体育部研究大会（茨城）
2012.2.9　 第3回くすり川柳コンテスト結果発表（東京）
2012.2.28　 第3回メディア勉強会（東京）
2012.3.9　 第96回海外情報研究会（東京）
2012.3.14　 第39回通常総会　第29回理事会（東京）

◆サイト、web（2012年1月～3月）
2012.2.23　 【Benesse　教育情報サイト】　2012年度から中学校でスタート！　「くすり教育」って何？
2012.3.1　 【Benesse　教育情報サイト】　家庭でも始めたいくすり教育

アステラス製薬株式会社
アストラゼネカ株式会社
エーザイ株式会社
MSD株式会社
大塚製薬株式会社
キッセイ薬品工業株式会社 
協和発酵キリン株式会社
興和株式会社
 塩野義製薬株式会社
第一三共株式会社

大正製薬株式会社
大日本住友製薬株式会社 
武田薬品工業株式会社
田辺三菱製薬株式会社
中外製薬株式会社
日本新薬株式会社
ノバルティス ファーマ株式会社
ノボ ノルディスク ファーマ株式会社
　Meiji Seika ファルマ株式会社

理事長挨拶
副理事長挨拶
中期活動計画12－16
～RAD-AR 活動の実現に向けて～
平成24年度事業計画と運営方針および予算の概要
「くすり教育」の現場をメディアが取材
－第3回メディア勉強会開催－
子どもの薬の使用実態　－調査データ公開－
くすりの適正使用協議会に期待すること
～RAD-AR活動のあり方に関する検討会～
患者が必要とするくすりの情報を如何に伝えるか
－くすりのしおりを活用したクラウド健康管理サービス－
有限会社サンハロン　広井  嘉栄氏
診療情報データベースに対する診療医の意識調査
第3回「くすり川柳コンテスト」入賞作品発表！
掲載紙（誌）Web（平成23年度一覧）
イベントカレンダー／編集後記

◆出版物
2012.5 【薬事日報社より刊行】
 4,000名以上の薬剤師・教育者へ出前研修を行ってきた経験から、現場で役立つノウハウを公開。
 「くすり教育のヒント～新学習指導要領をふまえて～」（仮）（発刊予定5月初旬）
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くすりの適正使用協議会
副理事長

藤原  昭雄

くすりの適正使用協議会
理事長

黒川  達夫

　この度、くすりの適正使用協議会の副理事長を拝命しました藤原です。協議
会活動は2004年に薬剤疫学部会（PE部会）の運営委員（中外製薬代表）となっ
て以来７年半活動しております。特に2008年2月からは薬剤疫学部会の副部会
長を３年間、また、昨年4月からは特別顧問として引き続き、協議会活動に携わっ
ております。
　今回大役を仰せつかりまして、理事に選任され、理事会で副理事長のご指名
を受けました。現在日本製薬団体連合会安全性委員会の委員長を務めており
ますので、しばらくは兼務の形で活動させて頂く予定です。
　さて、2010年4月「薬害肝炎事件の検証及び再発防止のための医薬品行政
のあり方検討委員会」においてとりまとめられた「最終提言」の具体化のため、
製薬業界としても多くの対応が進行中です。
　特に、昨年の2月、厚生労働省の厚生科学審議会のもとに、医薬品等制度改
正検討部会が設置され、本年の通常国会への薬事法改正法案の提出を目指
し、医薬品等の安全対策の強化について活発な議論がなされました。
　この度「薬事法等制度改正についてのとりまとめ」が1月24日、厚生労働省より
公表されました。そのとりまとめの中で、「薬事法の目的規定等の見直しとして、
薬害の再発を防止するため、医薬品等を使用する国民の役割も明らかにする
ことが適当である」とされた点が注目されます。「国民は、医薬品等の適正な使
用や有効性及び安全性の確保に関する知識と理解を深めること」と取りまとめ
られています。
　まさに、協議会の中期計画のキーコンセプト（医薬品リテラシーの育成と活用）
と一致する提言であり、今後、協議会の目指す方向性を示すものともいえます。
　黒川新理事長を迎え、装いも新たに、しかし発足の理念は引き継ぎながら、く
すりの適正使用促進に向けて活動して参りたいと思っておりますので、今後とも
ご支援ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

　慶應義塾大学薬学部レ
ギュラトリー・サイエンス講座
で教授をしております黒川達
夫と申します。このたびの理
事会並びに総会で、私にくす
りの適正使用協議会の理事
長をせよというご結論をいた
だきまして、甚だ微力ではご
ざいますが、懸命に努力した
いと思っております。
　くすりの適正使用協議会
は、その発足が約23年前とい
うことになります。ちょうどその
頃は平成が始まりまして、ベ
ルリンの壁が壊れ、それから

ICHが具体的な動きを見せ始めた時期です。
　その後、医薬品の世界、医療の世界、そして何より人口構成
等をバックにいたしました日本の患者、国民の環境は大きく変
わってきています。それを踏まえて、個々のニーズに合った、医
療の高度化にマッチした活動に重点を置いて展開していきた
いと考えています。
　現在は、高齢化社会の只中にありまして、今後30年ぐらい、
人口が増えてくるのは後期高齢者といわれる75歳以上の方々
になります。これからそういった人生の成熟期に入る方も増える
中で、ぜひ医療や健康について一般の方々の意識を啓発す
る、そして医療の大きな柱を提供している薬物療法について正
しく知っていただくということが、日本の今後に極めて重要であ
ると考えます。
　一言で申しますと、「医薬品リテラシー」の育成が必須であ
り、急いでこれを充実しなければいけないと考えております。
　リテラシーというのは、医薬品の本質を理解して、患者、国民
がその働き、何を為すのか、どのように働いて、何が結果として
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得られるのかということを、よく理解した上で、自分の精神や自発
的意欲で医療に参画をしていくということで、非常に幅広い概
念を含んでいると思っています。それによって、いまチーム医療
といわれておりますが、まさに患者も積極的に参画をする、その
ための十分な基盤を私どもは精一杯用意したいと思っているわ
けです。何卒ご支援のほど、お願いしたいと思います。
　目指すイメージということですが、言うまでもなく医療の専門家
は医師、薬剤師、看護師、歯科医師等が担っているわけです。
それらの方 ば々かりでなく健康や医薬品、疾病などについて、一
般の方々、患者の方 も々勉強をする。しかもその材料が信頼性
のある、また客観的な裏付けのあるデータに基づいて、それが
わかりやすいかたちで提供されることによって身につくということ
が直接の目的になります。これまで23年にわたる私どもの活動が
その礎を培ってきたのではないかと信じている次第です。
　そういう意味で、大橋会長並びに海老原理事長がこれまで
築いてきた業績、ポリシー、方向性をしっかり引き継いで、その上
で新たな展開を目指していきたいと考えております。
　そのためには活動基盤の拡大が必要でありまして、当協議
会の目的を理解していただいた上で、さらにご賛同いただく
方々、あるいは企業、団体、学会のお力添えとご参画をお願い
したいと考えております。
　2012年4月から、17年度をターゲットといたしまして、中期活動
計画が作成されました。キーコンセプトは申し上げたとおり、「医
薬品リテラシーの育成と活用」ということでありまして、これをバッ
クボーンに展開していくということです。
　これは私どもの努力だけでは実現できません。そこで従来の
私どもの体制に加えて、これは先発医薬品の部分が多かったわ
けですが、いま政府全体としても強力に進めております後発医薬
品の適正な使用、それから医療専門家による医薬品のリスクや
ベネフィットの理解、データの作成を引き続き進めて参りたいと思
います。それから何より私どもの活動への理解と協力のお願い、
それからメディアの方 の々理解とお力添え、これらを進めて参りま
す。OTC医薬品も、この4～5年、スイッチOTCの様相がずいぶん
変わってきております。その効用や医療の中での位置付けといっ
たようなものも、データの中から、あるいはわれわれの活動の中か
ら理解していただけるのではないかと思います。どうかこういった
私どもの目標にお力添えをお願いしたいと考えております。
　以上をもちまして、私の新理事長就任あたってのご挨拶とさ
せていただきます。
今後ともよろしくお願いします。　　　　（平成24年3月14日.記）

「国民は、医薬品等の適正な使用や有効性及び安全性の確保に
関する知識と理解を深める」への支援を活動の軸に！

個々のニーズに合った、医療の高度化にマッチした
活動に重点を置いて展開を！

黒川  達夫　くろかわ  たつお
くすりの適正使用協議会　理事長
1973年　厚生省（当時）入省
1980年　ＷＨＯ出向
2004年　厚生労働省大臣官房審議官
2008年　千葉大学医学薬学府特任教授
2011年　慶應義塾大学薬学部レギュラトリー・サイエンス講座　教授
　　　　 現在に至る

藤原  昭雄　ふじわら  あきお
くすりの適正使用協議会　副理事長
1978年　中外製薬株式会社　検査薬機器部　入社
1998年　中外製薬株式会社　医薬学術部　安全性管理室　室長
2002年　中外製薬株式会社　安全性情報部　部長
2006年　中外製薬株式会社　ファーマコビジランス部　部長
2008年　くすりの適正使用協議会　薬剤疫学部会　副部会長
2010年　日本製薬団体連合会　安全性委員会　委員長
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中期活動計画12－16
～RAD-AR理念の実現に向けて～ 基本戦略の具体的取り組み

1. 国民の医薬品への意識をレベルアップ
　当協議会の活動を医薬品業界の社会貢献と位
置づけ、イニシアティブをとって、国民へ医薬品の
情報提供と教育によって医薬品リテラシー獲得を
目指します。
（1）国民が必要とする情報を3方向から継続的
　　に強化
①従来のくすり教育を発展させ、子供から大人ま
　での幅広い層を対象に医薬品の全体像を示す
　情報「医薬品の知識」を提供します。
②報道記事などによる医薬品の情報について客
　観的な見方を提示します。
③くすりのしおり®を積極的に活用して、製薬企
　業からの国民への情報提供を支援します。
（2）適正医薬品情報提供への対応
　患者も医療チームの一員として治療に参加
する環境を醸成するために、必要とされる医
薬品情報と、それが提供される基盤作りをし
ます。
（3）公教育における「くすり教育」のフォロー
　中学校では平成24年度に医薬品教育が導入
され、それに伴って高等学校でのそれが平成25
年度からレベルアップされます。これに呼応して、
教育現場で必要とする「教材」の開発と提供を進
めます。

2.医療専門者への「医薬品リテラシー」の知識・
　技術の向上と医療エビデンスの創出・公開を
　支援
（1）リスクマネジメントの調査研究と結果の公表
　海外を含めリスクマネジメント（ベネフィット・リ
スクコミュニケーションを含む）に関する最新情
報を調査、検討し、その結果を公表します。それ
を、製薬企業、医療専門者、更には一般国民にとっ
ての適切なリスクマネジメント実践につなげてい
きます。
　また、医薬品リテラシー育成の一助にします。

　くすりの適正使用協議会は、設立後20余年の間、「医薬品の本質の理解促進と医薬品の正しい用い方
の啓発活動」を展開し、医療での科学的検証法（薬剤疫学）の定着、医薬品情報提供（くすりのしおり）
などの実績を積み上げてきました。

　今般、この実績をベースに次の新たな活動ステージへのマイルストーンとして「中期活動計画12－16
～RAD-AR理念の実現に向けて～」を策定しました。
　キーコンセプトを「医薬品リテラシーの育成と活用」と定め、国民の医薬品の適正使用につながる基盤
を構築するため、次の四つの基本戦略を推進します。

　目　標

国民が、
■くすりを理解し、適正に使用する。
■病気の治療に自分の意思を反映させる。
■バランスのとれた医薬品情報（効き目と安全性）
　を得る。
■ セルフメディケーションを正しく実践する。

＊セルフメディケーション：自分自身の健康に責任を持
ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること。その手
段の一つとして医薬品の使用に関する考え方や留意点
が示されている。

　2010年に当協議会が実施した意識調査で
は、きちんと「くすり」を用いる人は約36％に過
ぎず、大半の人は「治った」等の自己判断で正し
く用いていませんでした。その根本的な理由は
「医薬品リテラシー」がきちんと身についてい
ないことにあると考えられます。
　この度の中期活動計画での各事業は、それぞ
れにおいて「医薬品リテラシー」のレベルを押し上
げるものであり、5年後には総和として「50％の
人」がきちんと「くすり」を用いることを目標として
活動を展開していきます。

基本戦略

1 .国民のくすりへの意識をレベルアップ
2 .医療専門者への「医薬品リテラシー」の知識・技
　術の向上と医療エビデンスの創出・公開を支援
3 .ベネフィット･リスクコミュニケーションを推進
4 .活動拡大への基盤を構築

　これらの確実な実行を通じて、安全で品質の優
れた医療確保ができるような新たな価値を創造
しつづける協議会に変革していきます。

＊医薬品リテラシー：医薬品の本質を理解し、医薬品を正
　しく活用する能力

　

期　間 ： 2012年4月～2017年3月（5年間）
キーコンセプト ： 医薬品リテラシーの育成と活用

（2）薬剤疫学および関連分野の啓発
　薬剤疫学に加えて、その応用と考えられるリス
クマネジメント等について、医療専門者、製薬企
業の方々に啓発する場を提供します。
　また、出前研修を行います。
（3）データベースの拡充と活用
　既存の降圧薬と高脂血症治療薬のデータベー
スを拡充するとともに、企業会員だけでなく、アカ
デミアも対象にそのデータベースを利用した薬
剤疫学研究を勧誘し、エビデンス創出を図ります。

3.ベネフィット･リスクコミュニケーションを推進
　ベネフィット･リスクコミュニケーションとコン
コーダンスを通じて、結果として患者（家族）が自
己の薬物治療に意志を反映させられるよう方策
を検討します。

4. 活動拡大への基盤を構築
　ジェネリック医薬品やＯＴＣ医薬品を含めた広
範囲の医薬品を対象とします。
　また、対外的に、専門家と連携し、活動計画の実
効性を高めるとともにメディア等と連携して社会
に活動を公表するなど透明性を確保していきま
す。対内的には、一致団結して協議会の活動に取
り組む体制とします。
　こうした連携のもと、社会の医薬品リテラシー
の向上を図り、賛同者（会員）増につなげます。

運営方針について

　当協議会は、医薬品に関する社会貢献活動の
拡大を図ることが「会員への利益還元につなが
る」を基本方針としています。先発医薬品、ジェネ
リック医薬品、ＯＴＣ医薬品の製薬企業、医療専門
者、メディアなどの分野の賛同者の拡大に努める
とともに、効率的運用の観点から会費の低減下に
努めます。

＊＊医療専門者：医療従事者や医療関係者等をいう

概　要
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平成24年度事業計画と運営方針および予算の概要

＜収入の部＞

科　目
会　費
雑収入

（利子、研修参加費、等）
合　計

平成24年度予算
114,000
1.000

115,000

＜支出の部＞（単位：千円） （単位：千円）
科　目 平成24年度予算

1

6

7

2

3

4

5

54,000
(12,500)
(5,000)
(7,000)
(8,000)
(8,500)
(1,000)
(12,000)
 
61,000
(5,000)
(56,000)
115,000

事業費
①くすり教育

②くすりのしおりコンコーダンス
③リスクマネジメント／ベネフィット・リスクコミュニケーション啓発

④データベース
⑤メディアリレーション
⑥適正使用情報検討

⑦広報（RAD-ARニュース、メルマガ、プレス発表）
 
管理費
①定例会議
②事務局運営
合　計

副理事長 兼 統括部会長　藤原  昭雄
メディアリレーション
　メディア勉強会を継続して開催し、また、くすりに対する国民の関心を高めるイベントを検討します。

適正使用情報の検討
　国民が医薬品情報を得やすくさせる商品名の情報公開を推進するため、どの様な事業を展開する
のが良いか有識者を交えて検討していきます。具体的事業が明らかになりましたら、平成25年度以降、
具体的な事業を展開していきます。

　平成24年度事業は「中期活動計画12-16  ～RAD-AR理念の実現に向けて～」の初年度であり、
リニューアルした協議会活動の第一歩を踏み出す重要な年です。
　キーコンセプトである「医薬品リテラシーの育成と活用」に必要な四つの基本戦略は以下の通りです。

くすりのしおりコンコーダンス委員会

企業部会

メディア部会

医療専門部会

総　　会

統括部会

データベース委員会

くすり教育委員会

事務局

広報部

適正使用情報検討委員会

監　事

アドバイザリーボード

メディアリレーション委員会

理事長・副理事長（統括部会長）・理事理事会

リスクマネジメント／
ベネフィット・リスクコミュニケーション啓発委員会

四つの基本戦略
　１．国民のくすりへの意識レベルアップ
　２．医療専門者への「医薬品リテラシー」の知識・技術の向上と医療エビデンスの創出・公開を支援
　３．ベネフィット・リスクコミュニケーションを推進
　４．活動拡大への基盤を構築
　これらの基本戦略を推進すべく、前年度事業の成果を継承し、新たな活動のステップとなるべく活動しま
す。また、新体制に伴う組織の整備とともにすべての活動において医薬品業界の社会貢献活動として、関
連団体との連携のもとに推進します。

今年度計画されている事業
くすり教育
１）高等学校用教材を医薬品業界団体等と協働して制作します。
２）高等学校、中学校の「医薬品教育」のフォローとして、教育担当者を対象とした出前研修を依頼要請
　に応じて実施します。
　これらにより、公教育でのくすりの正しい使い方を普及させることができ、生徒に対し、医薬品リテラ
　　　　シーのベースを培うことができます。

国民が必要とする情報の提供
　「医薬品リテラシーの育成」のプログラム（向上のための方法論、重点啓発地域の選定など）を作成
し、具体化していきます。このことにより、一般国民の医薬品リテラシーを育成していきます。

くすりのしおりコンコーダンス
　「くすりのしおり®」の掲載数・掲載率増加に合わせて、「くすりのしおり®」の役割について医療関係者
（薬局及び病院薬剤師等）より意見を収集し、利便性を高めます。また、コンコーダンスの一例として「くす
りのしおり®」の具体的使用方法を医療担当者に紹介し、その活用を促すことにより、医療者と医療消費
者とのコミュニケーションの円滑化を目指します。

リスクマネジメント／ベネフィット・リスクコミュニケーションの啓発
　医療専門者及び製薬企業担当者のリスクマネジメント／ベネフィット・リスクコミュニケーションの知識や
技能の向上を目指して、セミナーを開催するとともに海外情報等の最新情報の調査、評価を行い、公表
していくことにより、製薬企業や医療専門者が適切なリスクマネジメント／ベネフィット・リスクコミュニケー
ションが実践できるように支援していきます。

データベース
　薬剤疫学研究の普及・啓発を図るためには、データベースの構築、利用が不可欠です。そのために
以下の２つの事業を展開していきます。
１）現在までに蓄積した降圧剤、高脂血症用剤の使用成績調査等のデータベースをさらに充実します。
２）本データベースを活用した薬剤疫学研究を推奨し、エビデンスを創出する活動を展開します。

新体制の組織

平成24年度収支予算  （平成24年4月1日～平成25年3月31日）
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　メディア勉強会は、医療・健康・生活・教育担当の
記者の方々を対象に、「くすりの適正使用」に関する
深い理解を促すために開催しております。２０１１年
度は、第１回『くすりの適正使用のために今、知りた
い、くすりのリスクとベネフィット～東日本大震災の
事例とメディアに期待する役割～』（７月）、第２回『く
すりのベネフィットを最大限に得るために～調査結
果から考えるくすりの適正使用の課題～』（１０月）と
開催し、第３回にあたる今回は、２０１２年４月より中学
校で完全義務教育化される『くすり教育』をテーマ
に、２月２８日（火）、東京都文京区にある国立大学法
人筑波大学附属中学校にて、実際の授業を見学して
いただく勉強会を開催しました。
　今回のメディア勉強会は、①くすり教育の概要説
明、②授業見学、③先生・生徒への質問会の３部構成
で行われました。

第①部「くすり教育の概要説明」
　冒頭、くすりの適正使用協議会大橋会長より挨拶
があり、次に、当協議会が教育者に向けた教育プロ
グラムや教材の提供など、「くすり教育」の普及のた
めに精力的に活動してきた活動実績などについて
石橋啓発委員長が説明しました。続いて筑波大学
附属中学校の藤堂校長先生より、「近年、コンビニ
エンスストアなどで簡単にくすりが入手できるよう
になったことや、インターネットなどによる情報の氾

～4月より中学校で完全義務教育化～
はじまる『くすり教育』の現場をメディアが取材

濫によって、くすりの正しい用い方を教える重要性
が増してきたこと」等、社会変化による「くすり教育」
の必要性を述べていただきました。最後に、授業を
行う保健体育科の小山先生より、今回は3年生のク
ラスで行うこと、「生と性」の単元の中の一コマとし
て以前にも、くすりの授業を実施したことがあるク
ラスであり、今回は特別授業ということで復習にな
ることなどと合わせ、授業の流れについて説明があ
りました。

第②部「授業見学」
　事前の概要説明時に「３年生は高校受験後で緊張
感がないかも知れない」と、説明がありましたが、授
業は一方的な講義ではなく、何人も生徒を指名し、
答えさせるという双方向性の授業で活気のある授
業でした。授業内容はまず、導入として、生命進化の
ビデオ視聴、医薬品の歴史、正しい飲み方の確認の
講義がありました。続いて、当協議会で貸出をして
いる「マグネパネル」を用いて、血中濃度の変化を説
明、カプセル／錠剤模型を使った、くすりの成分溶
解の説明がありました。

　また、生徒に自宅から持参させた医薬品を用い
て、そのパッケージや添付文書に記載されている薬
効や成分、注意事項などを確認することで、何がわ

かるかを理解させたり、実物カプセルとウエット
ティッシュを用いて、少ない水分ではカプセルが皮
膚にくっつくことを実体験さ
せることで「くすりはコップ
1杯の水かぬるま湯で服用
する」ことが大切だと意識
させるなど、終始、興味を
引き、飽きさせない工夫
を凝らしていました。
　最後に、「セルフメディケーション」の意味をビデ
オ視聴によって意識させること、薬局と薬店は何が
違うのかの説明、学校や自宅周辺にはどのような医
療施設があるのかを各人の自宅周辺地図を使って
色別シールの添付で理解させるなど、生徒にとって
身近に感じる資料で授業を進めていました。生徒を
「飽きさせない」工夫が盛りだくさんの授業で、生徒
のみなさんにとっては、記憶に残る授業になったか
と思います。

第③部「先生・生徒への質問会」
　授業終了後に、クラスの代表として男女各1名の
生徒と小山先生が記者の質問に答える形式の質問
会が開かれました。記者のみなさんからは、くすり教
育が全体の授業時間に占める割合やくすり教育を
取り組んだきっかけなど、これから実施される完全
義務教育化の中で、くすり教育が占める役割などに
ついての質問が多くありました。また、先鞭をつけ
る立場での苦労点などの質問から、今後の課題を導
きだそうとする姿が見られるなど、くすり教育がど
のように社会に影響をあたえるかということについ
て興味深く聞いていただけたと思います。生徒につ
いては、くすり教育で意識がどのように変わったの
かなどの質問が相次ぎました。
　「くすり教育」が新学習指導要領に加えられる背景に
は、薬事法の改正により、これまで以上に簡単にくすり
を入手できるようになるなど国民一人ひとりが自分の
健康に責任を持つセルフケアの実践がますます求め
られるようになったことなどがあげられます。今回のメ
ディア勉強会では、「くすり教育」の先鞭をつける学校
の授業内容を見学していただくことで、将来を担う子
供達に必要な教育、情報は何か、医薬品リテラシーを
高める教育に必要なものは何かなどを意識していた
だく良い機会になったのではないかと思います。

第3回 メディア勉強会を開催第3回 メディア勉強会を開催
メディアリレーション委員会

（旧：コミュニケーション部会　広報委員会）

マグネパネルを用いて説明

授業風景

大型錠剤模型を手にする生徒

透明カプセルを触わっている生徒

大橋会長挨拶
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第3回 メディア勉強会を開催第3回 メディア勉強会を開催
メディアリレーション委員会

（旧：コミュニケーション部会　広報委員会）

マグネパネルを用いて説明

授業風景

大型錠剤模型を手にする生徒

透明カプセルを触わっている生徒

大橋会長挨拶
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　今回の調査は、医薬品に関する教育を実施する教
育者（保健体育教諭、養護教諭、学校薬剤師）に対し
て当協議会の模型教材を貸出す際、授業前および授
業後のアンケート調査を依頼して行いました。収集
した小学生1,822名、中学生1,544名、計3,366名
の児童・生徒の使用実態について纏めました。
　その結果、最も特徴的だったのは、自己判断で医
薬品を服用した経験を持つ子どもが小学生では
14％、更に中学生ではその約2倍の30％に達するな
ど、成長に伴って自己判断で医薬品を使用する傾向
が強くなることでした。
　しかしその一方で、最も基本的な医薬品の使い方
は守られていませんでした。例えば飲み物なしでの
医薬品の服用経験は30%弱、お茶やコーラなどで
の服用経験は40%強、医薬品の効く仕組みを知って
いるのは20%に留まっています。また、医療用医薬
品は自己判断で服用を中止して良いと、中学生の
30%が考えていました。
　この医療用医薬品の自己判断での服用中止につ
いては、第2回メディア勉強会で取り上げた20歳～
69歳の成人男女520名を対象の「医薬品および医

療に関する意識調査」にて、同様の傾向ながらより
深刻な結果が見られています。つまり「医師から処
方された薬を指示どおりに使用しなかった理由」とし
て「体調が良くなって、使う必要がないと判断したた
め」と挙げる人が45％に上った結果を見ても、中学
生以降おとなに至るまで、正しい知識を得ることな
く医薬品を使い続けている現状が推察されます。
　今後は、最も基本的な医薬品の正しい使い方が中学
校に、更には上述のような医療用医薬品の性質などの
医療用医薬品と一般用医薬品の分類、医薬品の審査
過程などが高等学校で教えられることになります。
　学校に医薬品を持参している小中学生は5人に1
人。既に家庭だけでなく学校でも、医薬品は日常的
に存在し使われるものとなった現在、今後義務教育
として医薬品の教育が行われることで実態がどれだ
け改善されるのか、また協議会がそこに協力できる
のか、今後も継続して調査を続け、くすり教育の出前
研修や教材開発・貸出に力を入れていく考えです。

目　　的　小中学生の医薬品や健康に関する知識の実態の把握
対　　象　「医薬品に関する教育」の授業を受けた小中学生計3,366名
　　　　　（小学生1,822名、　中学校 1,544名）
方　　法　医薬品に関する教育を実施する教育者（保健体育教諭、
　　　　　養護教諭、学校薬剤師）に、模型教材を貸出す際、
　　　　　授業前および授業後のアンケート調査を依頼した。
収集期間　2008年4月1日～2011年3月31日

子どもの薬の使用実態が明らかに！！
くすり教育委員会

（旧：コミュニケーション部会　啓発委員会）

2月末に開催した第3回メディア勉強会＊では、始まる「くすり教育」の授業現場を、
筑波大学附属中学校の協力によりメディアの方々に公開しました。この勉強会に合わせ、
くすり教育の義務教育化直前の子どもたちの薬の使用実態データを情報提供しましたので報告します。

＊ 「第3回メディア勉強会」の詳細はP8、9に掲載しています。
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継続的に使用することが面倒になってしまったため

体調が良くなって、使う必要がないと判断したため

薬を使用することによる副作用が不安だから
薬を継続的に使用することによる

体への影響が不安だから
（副作用や身体への悪影響以外の理由で）

薬を使うことが嫌いだから
薬の効果が感じられなかったから

医師や薬剤師の指示を忘れてしまったから

（医療費が）経済的に負担だったから
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くすりの適正使用協議会での集計結果
集計期間：2008年4月1日～2011年3月31日 ★中学生のみの設問

第2回メディア勉強会：「医薬品および医療に関する意識調査」から抜粋
医師から処方されたくすりを指示通りに使用しなかった理由は何ですか？
あてはまるものを選んでください。（複数回答可）

Q

くすりの適正使用協議会に期待すること
「RAD－AR活動のあり方に関する検討会」を通じて

寄 稿寄 稿

レーダー

「ＲＡＤ－ＡＲ活動のあり方に関する検討会」の詳細は
くすりの適正使用協議会ホームページのＴＯＰＩＣＳをご覧ください。

http://www.rad-ar.or.jp/

　協議会の「医薬品の適正使用啓発活動の
あり方」について見つめ直す検討会に参加さ
せていただき、改めて、情報公開や教育啓発
などによる医薬品リテラシーの向上の重要性
と、そのための効果的な具体策の検討の必要
性を認識した。
　近年、医療の情報公開が進む中で、処方さ
れた医薬品についての情報提供に続き、診療
明細書の発行によって、病院で投与された点
滴等の医薬品についても正式名称が患者さ
んに知らされるようになった。
　更に、中学校と高等学校の学習指導要領
が改訂され、保健の授業で患者教育としての
医薬品を、公民の授業で消費者教育としての
薬害について学ぶことになり、同時に、「薬害
って何だろう？」という教材パンフレットが、毎
年、全国の中学三年生に配布されるようにな
った。また、同じく毎年100万人以上に渡され
る母子健康手帳にも、妊娠中、および出産時
の医薬品についての記述が掲載されるように
なった。
　これらは、薬害の被害者らによる、長年の
文部科学省と厚生労働省との交渉の成果の
一つでもある。

協議会へ期待すること
全国薬害被害者団体連絡協議会　副代表　勝村  久司氏

　しかし、これらの情報提供や教育普及は、
始まったばかりで、まだまだ実質を伴っていな
い。診療明細書を受け取った患者さんの中に
は、それを保管する意味がわからないとする
アンケート結果も少なからずあるし、公教育
の現場でもまだまだ戸惑いがあり、全国の中
学校に配布された教材パンフレットが、段ボ
ールから出されないままになっているものも
あることがわかってきた。母子健康手帳に記
載された医薬品の情報提供のためのホーム
ページを見ても、妊産婦にとってわかりやす
い内容になっているとは言い難い。
　一方で、薬事法の改正による医薬品の販
売制度の変更や、インターネットでの医薬品
販売の広がりなど、医薬品に対する消費者の
関わり方も大きく変わってきている。
　このような状況の中で、「くすりの適正使用
協議会」には大きな期待と責任がかかってい
ると思う。副作用被害や薬害などが起こらな
いよう、今後も、患者さんや薬害被害者の声
にしっかりと耳を傾けながら、インターネット
を通じた情報提供や、学校教育への教材の提
供などを適切に進めていき、活動を更に発展
させてほしいと願っている。



R A D - A R  N E W S v o l . 2 3  N o . 1 ［Apr.2012］10 R A D - A R  N E W S v o l . 2 3  N o . 1 ［Apr.2012］11

RAD-AR News
RISK/BENEFIT ASSESSMENT OF DRUGS-ANALYSIS & RESPONSE

RAD-AR News
RISK/BENEFIT ASSESSMENT OF DRUGS-ANALYSIS & RESPONSE

　今回の調査は、医薬品に関する教育を実施する教
育者（保健体育教諭、養護教諭、学校薬剤師）に対し
て当協議会の模型教材を貸出す際、授業前および授
業後のアンケート調査を依頼して行いました。収集
した小学生1,822名、中学生1,544名、計3,366名
の児童・生徒の使用実態について纏めました。
　その結果、最も特徴的だったのは、自己判断で医
薬品を服用した経験を持つ子どもが小学生では
14％、更に中学生ではその約2倍の30％に達するな
ど、成長に伴って自己判断で医薬品を使用する傾向
が強くなることでした。
　しかしその一方で、最も基本的な医薬品の使い方
は守られていませんでした。例えば飲み物なしでの
医薬品の服用経験は30%弱、お茶やコーラなどで
の服用経験は40%強、医薬品の効く仕組みを知って
いるのは20%に留まっています。また、医療用医薬
品は自己判断で服用を中止して良いと、中学生の
30%が考えていました。
　この医療用医薬品の自己判断での服用中止につ
いては、第2回メディア勉強会で取り上げた20歳～
69歳の成人男女520名を対象の「医薬品および医

療に関する意識調査」にて、同様の傾向ながらより
深刻な結果が見られています。つまり「医師から処
方された薬を指示どおりに使用しなかった理由」とし
て「体調が良くなって、使う必要がないと判断したた
め」と挙げる人が45％に上った結果を見ても、中学
生以降おとなに至るまで、正しい知識を得ることな
く医薬品を使い続けている現状が推察されます。
　今後は、最も基本的な医薬品の正しい使い方が中学
校に、更には上述のような医療用医薬品の性質などの
医療用医薬品と一般用医薬品の分類、医薬品の審査
過程などが高等学校で教えられることになります。
　学校に医薬品を持参している小中学生は5人に1
人。既に家庭だけでなく学校でも、医薬品は日常的
に存在し使われるものとなった現在、今後義務教育
として医薬品の教育が行われることで実態がどれだ
け改善されるのか、また協議会がそこに協力できる
のか、今後も継続して調査を続け、くすり教育の出前
研修や教材開発・貸出に力を入れていく考えです。

目　　的　小中学生の医薬品や健康に関する知識の実態の把握
対　　象　「医薬品に関する教育」の授業を受けた小中学生計3,366名
　　　　　（小学生1,822名、　中学校 1,544名）
方　　法　医薬品に関する教育を実施する教育者（保健体育教諭、
　　　　　養護教諭、学校薬剤師）に、模型教材を貸出す際、
　　　　　授業前および授業後のアンケート調査を依頼した。
収集期間　2008年4月1日～2011年3月31日

子どもの薬の使用実態が明らかに！！
くすり教育委員会

（旧：コミュニケーション部会　啓発委員会）

2月末に開催した第3回メディア勉強会＊では、始まる「くすり教育」の授業現場を、
筑波大学附属中学校の協力によりメディアの方々に公開しました。この勉強会に合わせ、
くすり教育の義務教育化直前の子どもたちの薬の使用実態データを情報提供しましたので報告します。

＊ 「第3回メディア勉強会」の詳細はP8、9に掲載しています。

使い忘れが何度も続いたため

継続的に使用することが面倒になってしまったため

体調が良くなって、使う必要がないと判断したため

薬を使用することによる副作用が不安だから
薬を継続的に使用することによる

体への影響が不安だから
（副作用や身体への悪影響以外の理由で）

薬を使うことが嫌いだから
薬の効果が感じられなかったから

医師や薬剤師の指示を忘れてしまったから

（医療費が）経済的に負担だったから

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
46.9

12.1

45.2
12.1

11.7

4.6

8.5

5.8

4.4

12.3

小　　中　　全体
子どもの薬の使用実態データ

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

18%
19%
18%

30%
27%
28%

43%
42%
42%

23%17%
20%
14%

30%

21%

11%

24%
17%

53%
59%
56%

10%
13%
11%

7%

31%

学
校
に
薬
を
持
参

飲
み
物
な
し
で
の
服
用
経
験

お
茶
や
コ
ー
ラ
で
の
服
用
経
験

効
く
仕
組
み
の
認
知

自
己
判
断
で
の

薬
の
服
用
経
験

副
作
用
経
験
が
あ
る

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
の
摂
取
経
験

薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

役
割
認
知

医
療
用
医
薬
品
と

一
般
用
医
薬
品
の
違
い
の
認
知 

★

医
療
用
医
薬
品
は
自
己
判
断
で

服
用
中
止
し
て
よ
い 

★

くすりの適正使用協議会での集計結果
集計期間：2008年4月1日～2011年3月31日 ★中学生のみの設問

第2回メディア勉強会：「医薬品および医療に関する意識調査」から抜粋
医師から処方されたくすりを指示通りに使用しなかった理由は何ですか？
あてはまるものを選んでください。（複数回答可）

Q

くすりの適正使用協議会に期待すること
「RAD－AR活動のあり方に関する検討会」を通じて

寄 稿寄 稿

レーダー

「ＲＡＤ－ＡＲ活動のあり方に関する検討会」の詳細は
くすりの適正使用協議会ホームページのＴＯＰＩＣＳをご覧ください。

http://www.rad-ar.or.jp/

　協議会の「医薬品の適正使用啓発活動の
あり方」について見つめ直す検討会に参加さ
せていただき、改めて、情報公開や教育啓発
などによる医薬品リテラシーの向上の重要性
と、そのための効果的な具体策の検討の必要
性を認識した。
　近年、医療の情報公開が進む中で、処方さ
れた医薬品についての情報提供に続き、診療
明細書の発行によって、病院で投与された点
滴等の医薬品についても正式名称が患者さ
んに知らされるようになった。
　更に、中学校と高等学校の学習指導要領
が改訂され、保健の授業で患者教育としての
医薬品を、公民の授業で消費者教育としての
薬害について学ぶことになり、同時に、「薬害
って何だろう？」という教材パンフレットが、毎
年、全国の中学三年生に配布されるようにな
った。また、同じく毎年100万人以上に渡され
る母子健康手帳にも、妊娠中、および出産時
の医薬品についての記述が掲載されるように
なった。
　これらは、薬害の被害者らによる、長年の
文部科学省と厚生労働省との交渉の成果の
一つでもある。

協議会へ期待すること
全国薬害被害者団体連絡協議会　副代表　勝村  久司氏

　しかし、これらの情報提供や教育普及は、
始まったばかりで、まだまだ実質を伴っていな
い。診療明細書を受け取った患者さんの中に
は、それを保管する意味がわからないとする
アンケート結果も少なからずあるし、公教育
の現場でもまだまだ戸惑いがあり、全国の中
学校に配布された教材パンフレットが、段ボ
ールから出されないままになっているものも
あることがわかってきた。母子健康手帳に記
載された医薬品の情報提供のためのホーム
ページを見ても、妊産婦にとってわかりやす
い内容になっているとは言い難い。
　一方で、薬事法の改正による医薬品の販
売制度の変更や、インターネットでの医薬品
販売の広がりなど、医薬品に対する消費者の
関わり方も大きく変わってきている。
　このような状況の中で、「くすりの適正使用
協議会」には大きな期待と責任がかかってい
ると思う。副作用被害や薬害などが起こらな
いよう、今後も、患者さんや薬害被害者の声
にしっかりと耳を傾けながら、インターネット
を通じた情報提供や、学校教育への教材の提
供などを適切に進めていき、活動を更に発展
させてほしいと願っている。



R A D - A R  N E W S v o l . 2 3  N o . 1 ［Apr.2012］12 R A D - A R  N E W S v o l . 2 3  N o . 1 ［Apr.2012］13

RAD-AR News
RISK/BENEFIT ASSESSMENT OF DRUGS-ANALYSIS & RESPONSE

RAD-AR News
RISK/BENEFIT ASSESSMENT OF DRUGS-ANALYSIS & RESPONSE

有限会社 サンハロン　広井  嘉栄氏

　現在、医療機関で処方された薬の履歴を管
理する方法として「お薬手帳」が使われていま
す。「お薬手帳」は、重複投与のチェックや薬の
相互作用の確認など非常に有効なツールでは
ありますが、今のものは紙の冊子であるため常
に携帯することは難しく、東日本大震災など紛
失時の問題点も指摘されています。一方で、こ
れまで医療機関内でのみ利用されていた医療
情報を、医療サービスの受益者たる国民本人
が自らの医療・健康記録として保有し管理活用
していくという新しい試みも進められていま
す。内閣官房ＩＴ戦略本部が主導する「どこでも
My病院構想」はその一つであり、なかでも最
初に着手されるのが「電子版お薬手帳」となっ
ています。
　民間でも国の方針に沿う形で、電子版お薬
手帳のサービスが一部始まっていますが、単に
お薬情報を電子的に渡すだけではなく、その情
報をもとに患者さんと薬剤師の双方向コミュ
ニケーションを可能としたのが、クラウド健康
管理サービス「ファルモ」です。サービスに登録
すると、電子版お薬手帳、家族管理、飲み忘れ
防止機能、メモ機能はもちろん、システムを通

くすりのしおりを活用した
クラウド健康管理サービス

じて薬剤師との双方向コミュニケーションが可
能になりますが、特に大切にしたのは、「実際に
薬を使う患者さんの治療への理解と参加」であ
り、システムを構築するうえでも医薬品情報の
範囲、わかりやすさは大きな課題でした。開発
当初は、添付文書をもとにしていましたが、患者
さんからわかりづらいとのご指摘を受けていま
した。そこで様々なデータベースを調査した結
果出会ったのが、くすりの適正使用協議会が提
供する「くすりのしおり®」でした。患者さんに
とってわかりやすいのはもちろんですが、シス
テムに組み込むためには電子的に扱いやすい
フォーマットであることも必要でした。XML形式
でも提供されている「くすりのしおり®」はシス
テムへの実装が非常に容易で、メンテナンス性
にも優れています。そのおかげで、当システム
は「くすりのしおり®」と連動した電子版お薬手
帳の開発に成功し、患者さんが理解しやすい形
での医薬品情報の提供が可能となっています。
そして、そこから新たな患者さんと医療従事者
間のコミュニケーションが生まれており、実際に
使える現実的なシステムを実現しています。
　お薬手帳の電子化はきっかけであり、今後大

ソーシャルメディケーションの実現を目指して

量の医療、健康情報を個人で管理する時代が
やってきます。専門知識を持たない患者さん
ができることは限られていますし、医療、健康
情報の蓄積、管理が直接的に個人の健康増進
につながっていくようなサービスを実現する
には、やはり現場の医療人が何らかの形で介
在する必要があると考えます。IT化を進める
ことは、ともすれば『患者任せの医療』、となる
可能性も否定できません。逆に、今の情報技
術をうまく活用すれば、『患者を医療チームの

一員』とすることも可能です。患者さんをエン
パワーメント*。「くすりのしおり®」本来の意義
を今一度考えれば、これからの医療の方向性の
ひとつが見えてくると思います。患者さんが自
身の医療情報や健康情報を安全に管理し、必要
に応じて医療従事者やほかの患者さんと共有
し、そこで得られた知見や知識を社会に還元し
ていく医療における相互共助の仕組み、つまり、
『ソーシャルメディケーション』の実現に向けた
取り組みは着実に動き始めています。

「ファルモ」「ファルモ」「ファルモ」

ファルモ URL　https://pharumo.com/info/about.action

くすりのしおり®　http://www.rad-ar.or.jp/siori/

東京理科大学薬学部を卒業後、バイオベンチャーにて遺伝子解析業務に携わる。
その後医療情報分野に進み神戸大学医学部付属病院、東京医科歯科大学特任
助教を経て、現在は有限会社サンハロンIT事業部部長としてソーシャルメディ
ケーション事業を進めている。

P r o f i l e

*エンパワーメント：「自立性を支援する」こと
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提供に割くことのできる時間は、ほぼ半数の医師が
一日当たり10分以内、約7割の医師がひと月当たり
1～10日までの範囲であれば、時間を取ることがで
きると回答されました(図1)。
　「データ提供したい」と回答した医師（78人）の間
では、出来上がったデータベースが診療に役立つこ
とが提供する理由として挙げられており（85.9%）、
また、匿名化やセキュリティによる個人情報保護
（75.7%）、時間や労力がかからないこと(55.3%)が
「重要」と考えられています。一方、データ提供に否
定的な医師（64人）が重要と考える要件は、作業に
かかる時間や労力（82.4%）であり、個人情報保護
(78.4%)よりも重要視されていました。その他の要
件に対する重要性の認識はデータ提供に前向きな
医師と同様でした。
　また、データベースの利用を希望する医師（114人）
の間では、データベースの要件として、副作用が疑わ
れる症例情報へのアクセスを重要視されている医師
が多くいました(重要45.6%　やや重要31.6%)。

まとめ
　2009年および2011年のアンケートにおいては
回答者の年齢分布が異なっていましたが、いずれの

調査においても半数以上の医師が診療情報のデー
タ利用に関心がありましたので、これは医師の年齢
にかかわらない傾向と考えられます。
　データ提供に関しては、オンラインで調査した
2009年の結果より少ないものの、2011年の調査
でも医師の半数以上がウェブを介した入力フォー
ムでのデータ提供に前向きでした。しかし、データ
提供の際には、個人情報保護や、時間および労力の
負担が少ないことが特に重要視されていることが、
あらためて示されました。一方、データ利用にあ
たっては、2009年と2011年のアンケートで共通し
て、副作用に関する情報収集が可能になることに期
待が寄せられていました。診療所で蓄積されてい
る診療情報の収集にかかわるシステム開発会社が
ある場合、アンケート結果を踏まえて診療情報の収
集方法等について協議会から提案することも必要
だと考えます。
　今後も、国内外の情報をもとに、医薬品のベネ
フィット・リスク評価やコミュニケーションに関する
啓発活動を行い、自らもその利活用を実践するこ
とで、結果として、患者さんや医療関係者の皆様に
活用していただけるような情報を発信したいと考
えています。

1) くすりの適正使用協議会. 使用成績調査データベースの利用について. RAD-AR News. 2009;Vol. 20No. 3:P 9.
2) くすりの適正使用協議会. 診療情報データベースに対する診療医の意識調査. 2010. 
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はじめに
　くすりの適正使用協議会は、1990年設立当初か
ら薬剤疫学研究の啓発と推進を図ってきました。医
薬品を使用した患者さんに関する診療情報を集積
したデータベースの構築にも取り組み1)、これらは
大学、研究機関、医療機関の先生方の研究材料とし
て利用されています。しかし、このデータベースは
長期にわたる情報がないことが、一つの課題である
と認識されています。薬剤疫学研究の活性化のた
めにも、当協議会では全国的な規模で長期にわたっ
て収集された診療情報データベース(以下、診療情
報DB)が必要と考えています。
　欧米には、こうした診療情報DBとして、例えば、か
かりつけ医の診療記録を集積したものがいくつか存
在します。特にイギリスのGPRD(General Practice 
Research Database)については、一般化を念頭に
データ収集が行われていることから、多くの疫学や
薬剤疫学の研究に利用されています。一方、日本で
はこのような疾患横断的かつ地域横断的で一般化可
能な研究対象となる診療情報DBは存在しません。
　このような診療情報DBを構築するには、診療情
報を扱う医師の協力が欠かせません。そこで、当協

議会は、診療情報DBに対する医師の関心度合を見
るため、2009年に診療所の内科の医師を対象にオ
ンラインアンケートを実施しました。その結果、診療
情報DBの利用に対しての関心は高く(利用したい
79.0%)、データ提供にも比較的前向き(提供したい
65.4%)な医師が多いことが窺えました。2)

2011年の調査
　更に2009年のアンケートを参考にして、診療情
報DBの利用希望と理由、診療情報DBへのデータ
提供の可能性とその際の要件に関する設問を作成
し、一般社団法人日本臨床内科医会の先生方に回
答していただきました。
　2011年2月～2011年3月の間で168人の先生
方から回答を得ました。年代別では60歳代が最も
多く(44.8%)、続いて70歳代(26.7%)、50歳代
(24.8%)でした。
　仮に診療情報をデータ提供することを想定した場
合、ウェブ形式を好む医師が比較的多く(58.3%)、個
人情報保護とかかる時間や労力について特に心配
される医師が多い結果となりました(表1)。データ

診療情報データベースに対する診療医の意識調査(報告)

診療情報データベースに求められていること[データを提供する立場で]（評価点*）表1

*「重要でない、あまり重要でない、ふつう、やや重要、重要」を1～5点の5段階で評価してもらい、その合計を回答者の人数で割ることにより、評価点とした。

重要視されていること（評価点4.0点以上）
　匿名化やセキュリティなどにより、個人情報が保護されること　　　　　　　　　　4.57点
　時間や労力がかからないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.51点
　データ利用を学術的な利用に制限する等、運営管理体制が整っていること　　　  4.13点
　データベース運営者が非利潤追求型組織・非営利の団体であること　　　          4.12点
　副作用が疑われる症例情報がわかること　　　　　　　　　　　　　　　       4.06点
あまり重要視されていないこと（評価点3.0点以下）
　謝礼が高いこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      2.96点

データベース委員会
（旧：薬剤疫学部会  PE研究会）

Meiji Seikaファルマ株式会社  佐藤  吉和
大塚製薬株式会社  島川  利幸

田辺三菱製薬株式会社  松川  美幸
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の間では、データベースの要件として、副作用が疑わ
れる症例情報へのアクセスを重要視されている医師
が多くいました(重要45.6%　やや重要31.6%)。

まとめ
　2009年および2011年のアンケートにおいては
回答者の年齢分布が異なっていましたが、いずれの

調査においても半数以上の医師が診療情報のデー
タ利用に関心がありましたので、これは医師の年齢
にかかわらない傾向と考えられます。
　データ提供に関しては、オンラインで調査した
2009年の結果より少ないものの、2011年の調査
でも医師の半数以上がウェブを介した入力フォー
ムでのデータ提供に前向きでした。しかし、データ
提供の際には、個人情報保護や、時間および労力の
負担が少ないことが特に重要視されていることが、
あらためて示されました。一方、データ利用にあ
たっては、2009年と2011年のアンケートで共通し
て、副作用に関する情報収集が可能になることに期
待が寄せられていました。診療所で蓄積されてい
る診療情報の収集にかかわるシステム開発会社が
ある場合、アンケート結果を踏まえて診療情報の収
集方法等について協議会から提案することも必要
だと考えます。
　今後も、国内外の情報をもとに、医薬品のベネ
フィット・リスク評価やコミュニケーションに関する
啓発活動を行い、自らもその利活用を実践するこ
とで、結果として、患者さんや医療関係者の皆様に
活用していただけるような情報を発信したいと考
えています。

1) くすりの適正使用協議会. 使用成績調査データベースの利用について. RAD-AR News. 2009;Vol. 20No. 3:P 9.
2) くすりの適正使用協議会. 診療情報データベースに対する診療医の意識調査. 2010. 
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はじめに
　くすりの適正使用協議会は、1990年設立当初か
ら薬剤疫学研究の啓発と推進を図ってきました。医
薬品を使用した患者さんに関する診療情報を集積
したデータベースの構築にも取り組み1)、これらは
大学、研究機関、医療機関の先生方の研究材料とし
て利用されています。しかし、このデータベースは
長期にわたる情報がないことが、一つの課題である
と認識されています。薬剤疫学研究の活性化のた
めにも、当協議会では全国的な規模で長期にわたっ
て収集された診療情報データベース(以下、診療情
報DB)が必要と考えています。
　欧米には、こうした診療情報DBとして、例えば、か
かりつけ医の診療記録を集積したものがいくつか存
在します。特にイギリスのGPRD(General Practice 
Research Database)については、一般化を念頭に
データ収集が行われていることから、多くの疫学や
薬剤疫学の研究に利用されています。一方、日本で
はこのような疾患横断的かつ地域横断的で一般化可
能な研究対象となる診療情報DBは存在しません。
　このような診療情報DBを構築するには、診療情
報を扱う医師の協力が欠かせません。そこで、当協

議会は、診療情報DBに対する医師の関心度合を見
るため、2009年に診療所の内科の医師を対象にオ
ンラインアンケートを実施しました。その結果、診療
情報DBの利用に対しての関心は高く(利用したい
79.0%)、データ提供にも比較的前向き(提供したい
65.4%)な医師が多いことが窺えました。2)

2011年の調査
　更に2009年のアンケートを参考にして、診療情
報DBの利用希望と理由、診療情報DBへのデータ
提供の可能性とその際の要件に関する設問を作成
し、一般社団法人日本臨床内科医会の先生方に回
答していただきました。
　2011年2月～2011年3月の間で168人の先生
方から回答を得ました。年代別では60歳代が最も
多く(44.8%)、続いて70歳代(26.7%)、50歳代
(24.8%)でした。
　仮に診療情報をデータ提供することを想定した場
合、ウェブ形式を好む医師が比較的多く(58.3%)、個
人情報保護とかかる時間や労力について特に心配
される医師が多い結果となりました(表1)。データ

診療情報データベースに対する診療医の意識調査(報告)

診療情報データベースに求められていること[データを提供する立場で]（評価点*）表1

*「重要でない、あまり重要でない、ふつう、やや重要、重要」を1～5点の5段階で評価してもらい、その合計を回答者の人数で割ることにより、評価点とした。

重要視されていること（評価点4.0点以上）
　匿名化やセキュリティなどにより、個人情報が保護されること　　　　　　　　　　4.57点
　時間や労力がかからないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.51点
　データ利用を学術的な利用に制限する等、運営管理体制が整っていること　　　  4.13点
　データベース運営者が非利潤追求型組織・非営利の団体であること　　　          4.12点
　副作用が疑われる症例情報がわかること　　　　　　　　　　　　　　　       4.06点
あまり重要視されていないこと（評価点3.0点以下）
　謝礼が高いこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      2.96点

データベース委員会
（旧：薬剤疫学部会  PE研究会）

Meiji Seikaファルマ株式会社  佐藤  吉和
大塚製薬株式会社  島川  利幸

田辺三菱製薬株式会社  松川  美幸



「くすり川柳コンテスト」 入賞作品発表！第3回

今回の入賞作品はホームページ　http://www.rad-ar.or.jp/02/07_event/senryu/　でもご覧いただけます。
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～くすりは正しく飲んでこそ「くすり」です～

　身近な携帯電話やスマートフォン機能を活用した服
薬管理、旅行や災害時における薬手帳の携帯、子供や孫
が服用時間を管理する様子、自己判断で他人のくすりを
分け合わないなど、今年も日常生活における様々な視点
からくすりの適正使用を詠った川柳が寄せられました。
　特別審査員として、各部門の最優秀賞および優秀
賞を選定したコピーライターの仲畑貴志氏は、応募
作品の傾向について次のように述べています。
　『テーマは「くすりの正しい使い方」。寄せられた句
を見ると、周知度は比較的高いと思われます。特に

子供たちの表現を見ると、よく理解していることに驚
かされました。もっとも、句を作るために、今回学んだ
効果であるとも言えますから、「くすりの適正使用」
の促進は、一方的に情報を流すだけではなく、受け手
がその情報を活用（表現）することで、より深い浸透
につながると思われます。』
　くすりの適正使用協議会では、「くすり川柳」に詠
われた、日常生活における人々のくすりとの接し方や
想いを参考にしながら、今後も様々な形で、「くすり
の正しい使い方」の啓発活動を行ってまいります。
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“一人でも多くの方が「くすり」について考えるきっかけになってほしい”との願いをこめ、

今年も第3回目となる「くすり川柳コンテスト」を実施しました

（募集期間2011年10月17日～11月30日、応募方法：WEB投稿）。

全国の小学校以上の方々を対象に、「くすりの正しい使い方」をテーマに募集したところ、

5,406句が寄せられました。その後、第1次・第2次選考を経て、入賞作品10句が選定されました。
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くすりの使い方、大人も子どもも間違いだらけ！？
「出前研修」で教育者支援　ますます必要性高まる「くすり教育」
くすりの授業〈1〉　重要性高まる「医薬品の教育」
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
くすり川柳　（最優秀賞発表）
学校での医薬品の教育における薬剤師の役割とは？～学校薬剤師に期待したいこと～
くすりの授業〈2〉　信頼性高い「くすりのしおり」
くすりの適正使用協議会が行うくすり教育支援のご紹介
くすりの授業〈3〉　必要性増す「くすりの知識」
「くすり教育」実施へ講習会　学校薬剤師ら指導法学ぶ
ファルマコビジランス分野でのクライシス･マネジメントの現状
（寄稿）育薬の風　－RAD-AR－
くすりの授業〈4〉　中教審が「くすり教育」推進を提言
「くすり教育」の進め方学ぶ　駿河地区
被災経験もとに医薬品供給体制の見直し提言
被災地で“お薬手帳”大活躍、日ごろから一元管理･情報共有を
「新聞方法で薬物療法の阻害も」
災害時の医薬品供給、卸活用を
RAD-AR協議会　中期計画で「生まれ変わり」宣言
適正使用協　5年間の中期計画を策定、組織改革も
薬のリテラシー育成を　新たな目標共有し進化へ
適正使用協　5年間の中期計画を策定、組織改革も
初めて組織体制変更　会員対象の拡大を図る
災害時の「薬」　種類知り複数箇所に情報
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
初めて組織体制変更　会員対象の拡大を図る
被災地の薬剤師活動と課題を報告
自分の薬、覚えていますか？　服薬情報しっかり管理を
自分の薬　覚えていますか
自分の薬　覚えていますか　服薬情報しっかり管理を
服薬情報　しっかり管理を　災害時の混乱に備えて
厚労省検討会　資料館設立で意見交換
災害時に備え服薬情報管理を
来年度中学の保健体育「新学習指導要領での薬の正しい使い方」薬剤師研修会開く
来年度中学の保健体育「新学習指導要領での薬の正しい使い方」薬剤師研修会開く
自分の薬　覚えていますか　服薬情報しっかり管理を
自分の薬　覚えていますか　災害に備え管理を
「第2回くすり川柳コンテスト」結果発表
医薬品の市販後安全性監視のよりよい体制とは
「起死回生」狙う適正使用協議会　後発品、OTC薬を巻き込む「新機軸」への挑戦
災害に備え、服薬情報しっかり管理
服用薬の情報しっかり管理　災害時の混乱･紛失に備えよう
自分の薬、覚えていますか？　まず「お薬手帳」で把握
災害に備え管理見直しを　自分の薬名覚えていますか
自分の薬覚えておこう　情報の分散管理を
災害時に必要な薬確保　「お薬手帳」の携帯を
幅広い分野から会員募り組織改革へ　GEやOTCメーカーも視野
医薬品の知識　保健主事が研修
自分の薬の名前覚えていますか？
服薬情報しっかり管理　災害時の混乱に備えて
覚えていますか？自分の薬　「お薬手帳」常時携行を
「くすりの教育」を研修　夏休み、先生も勉強
服薬情報　分散管理を　災害時対応遅れ症状悪化も
自分の薬、覚えてる？　お薬手帳身に着けて
レジストリの活用で、幅広い分野の情報収集を
自分の薬、覚えていますか？　服薬情報しっかり管理を　災害時の混乱に備えて
まずは「くすり教育」はじめてみて
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われた、日常生活における人々のくすりとの接し方や
想いを参考にしながら、今後も様々な形で、「くすり
の正しい使い方」の啓発活動を行ってまいります。
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“一人でも多くの方が「くすり」について考えるきっかけになってほしい”との願いをこめ、

今年も第3回目となる「くすり川柳コンテスト」を実施しました

（募集期間2011年10月17日～11月30日、応募方法：WEB投稿）。

全国の小学校以上の方々を対象に、「くすりの正しい使い方」をテーマに募集したところ、

5,406句が寄せられました。その後、第1次・第2次選考を経て、入賞作品10句が選定されました。
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くすりの使い方、大人も子どもも間違いだらけ！？
「出前研修」で教育者支援　ますます必要性高まる「くすり教育」
くすりの授業〈1〉　重要性高まる「医薬品の教育」
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
健康歳時記　くすり川柳
くすり川柳　（最優秀賞発表）
学校での医薬品の教育における薬剤師の役割とは？～学校薬剤師に期待したいこと～
くすりの授業〈2〉　信頼性高い「くすりのしおり」
くすりの適正使用協議会が行うくすり教育支援のご紹介
くすりの授業〈3〉　必要性増す「くすりの知識」
「くすり教育」実施へ講習会　学校薬剤師ら指導法学ぶ
ファルマコビジランス分野でのクライシス･マネジメントの現状
（寄稿）育薬の風　－RAD-AR－
くすりの授業〈4〉　中教審が「くすり教育」推進を提言
「くすり教育」の進め方学ぶ　駿河地区
被災経験もとに医薬品供給体制の見直し提言
被災地で“お薬手帳”大活躍、日ごろから一元管理･情報共有を
「新聞方法で薬物療法の阻害も」
災害時の医薬品供給、卸活用を
RAD-AR協議会　中期計画で「生まれ変わり」宣言
適正使用協　5年間の中期計画を策定、組織改革も
薬のリテラシー育成を　新たな目標共有し進化へ
適正使用協　5年間の中期計画を策定、組織改革も
初めて組織体制変更　会員対象の拡大を図る
災害時の「薬」　種類知り複数箇所に情報
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
東日本大震災で活躍した「おくすり手帳」の重要性やメディアが果たす役割などについて勉強会を開催
初めて組織体制変更　会員対象の拡大を図る
被災地の薬剤師活動と課題を報告
自分の薬、覚えていますか？　服薬情報しっかり管理を
自分の薬　覚えていますか
自分の薬　覚えていますか　服薬情報しっかり管理を
服薬情報　しっかり管理を　災害時の混乱に備えて
厚労省検討会　資料館設立で意見交換
災害時に備え服薬情報管理を
来年度中学の保健体育「新学習指導要領での薬の正しい使い方」薬剤師研修会開く
来年度中学の保健体育「新学習指導要領での薬の正しい使い方」薬剤師研修会開く
自分の薬　覚えていますか　服薬情報しっかり管理を
自分の薬　覚えていますか　災害に備え管理を
「第2回くすり川柳コンテスト」結果発表
医薬品の市販後安全性監視のよりよい体制とは
「起死回生」狙う適正使用協議会　後発品、OTC薬を巻き込む「新機軸」への挑戦
災害に備え、服薬情報しっかり管理
服用薬の情報しっかり管理　災害時の混乱･紛失に備えよう
自分の薬、覚えていますか？　まず「お薬手帳」で把握
災害に備え管理見直しを　自分の薬名覚えていますか
自分の薬覚えておこう　情報の分散管理を
災害時に必要な薬確保　「お薬手帳」の携帯を
幅広い分野から会員募り組織改革へ　GEやOTCメーカーも視野
医薬品の知識　保健主事が研修
自分の薬の名前覚えていますか？
服薬情報しっかり管理　災害時の混乱に備えて
覚えていますか？自分の薬　「お薬手帳」常時携行を
「くすりの教育」を研修　夏休み、先生も勉強
服薬情報　分散管理を　災害時対応遅れ症状悪化も
自分の薬、覚えてる？　お薬手帳身に着けて
レジストリの活用で、幅広い分野の情報収集を
自分の薬、覚えていますか？　服薬情報しっかり管理を　災害時の混乱に備えて
まずは「くすり教育」はじめてみて
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秋田魁新報
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奈良新聞
CONTEST
茨城新聞
東奥日報
神戸新聞
佐賀新聞
静岡新聞
公募ガイド
読売新聞（静岡版）
中部経済新聞
苫小牧民法
千歳民法
千葉日報
岐阜新聞
月刊薬事
日本教育新聞
四国新聞
京都新聞
読売新聞
日刊薬業WEB
川柳三昧
あなたの健康百科
東京新聞
東京新聞
月刊薬事
MTpro
あなたの健康百科
マイライフ手帳＠ニュース
BIGLOBE Kirei Style
livedoorニュース
薬事日報
薬事ニュース
薬事日報
日刊薬業
RIS　FAX
薬粧流通タイムズ
サンケイエクスプレス（東京）
サンケイエクスプレス（大阪）
薬事日報
デーリー東北
東奥日報
山口新聞
日本教育新聞
神戸新聞
薬局新聞
愛媛新聞
薬局新聞
朝日新聞
山陰中央新報
岐阜新聞
宮崎日日新聞
四国新聞
中部経済新聞
埼玉新聞
新潟日報
新潟新聞
山梨日日新聞

適切な使用は36％　服薬は支持通りに
処方薬の不適正な使い方　医療者の指示無視
薬使用　多くは医療者指示守らず
薬の使い方、指示を軽視　処方薬
処方薬の不適切使用物　医療者の指示軽視
第3回「くすり川柳コンテスト」
薬の使い方　指示を軽視　調査で実態浮き彫り
処方薬不適切使用　医療者の指示軽視　　
守れない医師の服薬指示　自己判断で中断、飲み忘れ
薬の使い方、指示を軽視
薬や治験に理解を　3日、浜松で市民講座
第3回「くすり川柳コンテスト」
新薬開発や使用方法理解深める市民講座
薬の使い方、間違った理解浮き彫り
医師の指示と服薬にずれ　患者との意思疎通徹底を
医師の指示と服薬にずれ　患者との意思疎通徹底を
薬の使い方、指示を軽視
薬の使い方、医師の指示守って
海外の新薬審査情報を読み解く
体験型の環境学習を開催　子どもとためす環境まつり
薬の使い方、指示を軽視
薬の使い方、指示を軽視
医学の進歩と臨床薬理学の役割（第32回日本臨床薬理学会年会 採録）
薬への理解（記者コラム内）　くすり川柳コンテスト結果
第3回くすり川柳　くすりの適正使用協議会
「第3回くすり川柳コンテスト」入賞者決定
埼玉の荒井さん　一般最優秀賞に　くすり川柳
広告：「第3回くすり川柳コンテスト」　～応募総数5,406句の中から入賞作品が決定～
海外の新薬審査情報を読み解く
4月から義務化，「くすり教育」で中学生の理解深まるか
4月から義務化，「くすり教育」で中学生の理解深まるか
4月から中学校で完全義務教育化される「くすり教育」、筑波大付属中で授業内容を公開、薬の正しい理解が自身の健康につながることを生徒たちも実感
4月から中学校で完全義務教育化される「くすり教育」、筑波大付属中で授業内容を公開、薬の正しい理解が自身の健康につながることを生徒たちも実感
4月から中学校で完全義務教育化される「くすり教育」、筑波大付属中で授業内容を公開、薬の正しい理解が自身の健康につながることを生徒たちも実感
中学校のくすり教育を公開　RAD-AR
いよいよスタートする「くすり教育」への期待
東京薬事協会　新規に「薬育支援」盛り込む　公益認定に向け事業強化
新理事長に黒川達夫氏、新体制へ
新理事長に黒川氏、元厚労省審議官
「くすり教育」発足　中学校授業見学会を開催
「くすり教育」中学校で義務化
「くすり教育」中学校で義務化
新理事長に黒川慶大教授　RAD-ARが総会開催
中学生に「くすり教育」　来月から完全義務化
自分の責任で健康管理　中学校「くすり教育」義務化
中学生に「くすり教育」　4月から完全義務化
「命」「生」を切り口に「くすり教育」　正しい用法･容量学ぶ
来月から完全義務化　中学生に「くすり教育」
完全義務化でくすりに対する意識の変化は？
くすり教育　完全義務化　中学校で来月から授業
医薬品リテラシーの育成・活用を推進
薬の使い方 授業始まる　法改正契機　中学で4月から
中学生に「くすり教育」
中学生に「くすり教育」　来月から完全義務化
中学校で医薬品教育　販売規制緩和で文科省導入
中学生に「くすり教育」　4月から完全義務化
中学生に「くすり教育」　4月から完全義務化
中学生に「くすり教育」　4月から完全義務化
本県の9歳が最優秀賞受賞「くすり川柳」子供部門
健康守る知識を養成　中学生に「くすり教育」
くすり教育　中学生に完全義務化
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ファーマコビジランスにおけるシグナル検出を医薬品のリスクマネジメントに活かす　～CIOMS Ⅷ報告より～
薬局の上手な使い方　薬の保管方法そして使用期限
薬は正しく使うことが大切
くすりの適正使用協議会　第3回くすり川柳コンテスト
第3回くすり川柳
協議会調査　「指示通り服用せず」、背景に意識の低さ
くすり教育の進め方
「できる範囲で服薬守ればよい」が半数超、患者の適正使用意識低い　くすりの適正使用協議会が調査報告
第3回「くすり川柳コンテスト」
くすりの適正使用調査　「指示通り服用せず」、背景に意識の低さ
第3回「くすり川柳コンテスト」
情報偏る“リスクコミュニケーション”に警鐘、京大・中山健夫氏
医療クリップ　第3回「くすり川柳コンテスト」
得する健康イベント　くすり川柳コンテスト
得する健康イベント　くすり川柳コンテスト
得する健康イベント　くすり川柳コンテスト
薬の適正使用に意識低い生活者へ啓蒙を
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2012.3.2
2012.3.5
2012.3.9
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適切な使用は36％　服薬は支持通りに
処方薬の不適正な使い方　医療者の指示無視
薬使用　多くは医療者指示守らず
薬の使い方、指示を軽視　処方薬
処方薬の不適切使用物　医療者の指示軽視
第3回「くすり川柳コンテスト」
薬の使い方　指示を軽視　調査で実態浮き彫り
処方薬不適切使用　医療者の指示軽視　　
守れない医師の服薬指示　自己判断で中断、飲み忘れ
薬の使い方、指示を軽視
薬や治験に理解を　3日、浜松で市民講座
第3回「くすり川柳コンテスト」
新薬開発や使用方法理解深める市民講座
薬の使い方、間違った理解浮き彫り
医師の指示と服薬にずれ　患者との意思疎通徹底を
医師の指示と服薬にずれ　患者との意思疎通徹底を
薬の使い方、指示を軽視
薬の使い方、医師の指示守って
海外の新薬審査情報を読み解く
体験型の環境学習を開催　子どもとためす環境まつり
薬の使い方、指示を軽視
薬の使い方、指示を軽視
医学の進歩と臨床薬理学の役割（第32回日本臨床薬理学会年会 採録）
薬への理解（記者コラム内）　くすり川柳コンテスト結果
第3回くすり川柳　くすりの適正使用協議会
「第3回くすり川柳コンテスト」入賞者決定
埼玉の荒井さん　一般最優秀賞に　くすり川柳
広告：「第3回くすり川柳コンテスト」　～応募総数5,406句の中から入賞作品が決定～
海外の新薬審査情報を読み解く
4月から義務化，「くすり教育」で中学生の理解深まるか
4月から義務化，「くすり教育」で中学生の理解深まるか
4月から中学校で完全義務教育化される「くすり教育」、筑波大付属中で授業内容を公開、薬の正しい理解が自身の健康につながることを生徒たちも実感
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4月から中学校で完全義務教育化される「くすり教育」、筑波大付属中で授業内容を公開、薬の正しい理解が自身の健康につながることを生徒たちも実感
中学校のくすり教育を公開　RAD-AR
いよいよスタートする「くすり教育」への期待
東京薬事協会　新規に「薬育支援」盛り込む　公益認定に向け事業強化
新理事長に黒川達夫氏、新体制へ
新理事長に黒川氏、元厚労省審議官
「くすり教育」発足　中学校授業見学会を開催
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完全義務化でくすりに対する意識の変化は？
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医薬品リテラシーの育成・活用を推進
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本県の9歳が最優秀賞受賞「くすり川柳」子供部門
健康守る知識を養成　中学生に「くすり教育」
くすり教育　中学生に完全義務化
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　先日、メディア勉強会に参加し、中学３年生の授業参観をしまし
た。「この時期の中学３年生は、高校受験も終わり・・・」と事前説明を
受けている際に、ふと「この頃の自分はどうだったかな」などと思い
を馳せながら、授業参観に臨みました。授業を一生懸命に受ける生
徒さんをみていると、「みな、卒業間近で、最後の思い出作りに一生
懸命なのだろうか・・」と、微笑ましくも感じました。卒業式といえば、
我々の時代では「仰げば尊し」が定番ソングでしたが、今ではそれ
に変わる曲が多くあるようで、特に「旅立ちの日に」という曲がよく歌
われているそうです。この２つの歌詞を見比べてみると、「仰げば尊
し」は、過去を振り返り、思い出を噛みしめる内容、「旅立ちの日に」

は、希望を胸に未来に夢を託し羽ばたこうという内容のようにみえま
す。作詞者の恣意は分かりかねますが、時代を反映した詩のように
思えてなりません。「旅立ちの日に」の詩に託された思いは、まさに
現代の日本に求められる内容のように感じてしまうのは私だけでし
ょうか。私が授業参観をした中学３年生は、どんな思い出を胸に刻
んで、どんな夢を描いて卒業式を迎えるのだろうと思ったりしました。
この号が発行される頃には、新生活に夢を膨らませて、新たな出会
いを迎えている頃でしょうか。そんな彼らに倣って、いつもまでも若々
しく希望を持って新しいことにチャレンジしたいと想う春です。

（T・H）

編 集 後 記
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＊RAD-AR（レーダー）って、な～に？＊

RAD-ARは、医薬品のリスク（好ましくない作用など）とベネフィット（効能・効果や経済的便益など）を

科学的に評価・検証し、その結果を社会に示すことで医薬品の適正使用を推進し、患者さんに貢献

する一連の活動のことです。

レ ー ダ ー ニ ュ ー ス くすりの適正使用協議会

C o n t e n t sC o n t e n t s
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16
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◆活動報告（2012年1月～3月）
2012.1.16 くすりのしおり登録管理システム説明会（大阪）
2012.1.20 第95回海外情報研究会（東京）
2012.1.23 くすりのしおり登録管理システム説明会（東京）
2012.2.2 平成23年度茨城県高等学校教育研究会保健体育部研究大会（茨城）
2012.2.9　 第3回くすり川柳コンテスト結果発表（東京）
2012.2.28　 第3回メディア勉強会（東京）
2012.3.9　 第96回海外情報研究会（東京）
2012.3.14　 第39回通常総会　第29回理事会（東京）

◆サイト、web（2012年1月～3月）
2012.2.23　 【Benesse　教育情報サイト】　2012年度から中学校でスタート！　「くすり教育」って何？
2012.3.1　 【Benesse　教育情報サイト】　家庭でも始めたいくすり教育

アステラス製薬株式会社
アストラゼネカ株式会社
エーザイ株式会社
MSD株式会社
大塚製薬株式会社
キッセイ薬品工業株式会社 
協和発酵キリン株式会社
興和株式会社
 塩野義製薬株式会社
第一三共株式会社

大正製薬株式会社
大日本住友製薬株式会社 
武田薬品工業株式会社
田辺三菱製薬株式会社
中外製薬株式会社
日本新薬株式会社
ノバルティス ファーマ株式会社
ノボ ノルディスク ファーマ株式会社
　Meiji Seika ファルマ株式会社

理事長挨拶
副理事長挨拶
中期活動計画12－16
～RAD-AR 活動の実現に向けて～
平成24年度事業計画と運営方針および予算の概要
「くすり教育」の現場をメディアが取材
－第3回メディア勉強会開催－
子どもの薬の使用実態　－調査データ公開－
くすりの適正使用協議会に期待すること
～RAD-AR活動のあり方に関する検討会～
患者が必要とするくすりの情報を如何に伝えるか
－くすりのしおりを活用したクラウド健康管理サービス－
有限会社サンハロン　広井  嘉栄氏
診療情報データベースに対する診療医の意識調査
第3回「くすり川柳コンテスト」入賞作品発表！
掲載紙（誌）Web（平成23年度一覧）
イベントカレンダー／編集後記

◆出版物
2012.5 【薬事日報社より刊行】
 4,000名以上の薬剤師・教育者へ出前研修を行ってきた経験から、現場で役立つノウハウを公開。
 「くすり教育のヒント～新学習指導要領をふまえて～」（仮）（発刊予定5月初旬）
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